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応用化学科 カリキュラム・ポリシー 

応用化学科ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を備えた人材を育成するために、以下のような方針に基づいて

カリキュラムを編成する。 

 

1. 必修講義科目によって、化学技術に関する基礎知識と思考法および方法論を理解する能力を養う。 

2. 実験や演習(PBL)科目によって、化学技術者としての基礎学力と実践力を体系的に身につけ、様々な課題

に対して積極的に挑戦し、他者と協働して解決できる能力を養う。 

3. 基幹および総合化学分野の選択科目によって、化学物質の取り扱いに関する知識や技術を身につけ、化学

物質の有する機能・有用性を理解し、内包している危険性を認識できる能力を養う。 

4. 総合化学分野の選択科目によって、化学分野で必要となる信頼できる情報を収集する能力や一般社会に

発信する能力を養う。 

5. 創成材料化学および環境生命化学分野の選択科目によって、持続的な社会を実現するために必要な地球

環境に配慮した化学技術に関する教養ならびに化学技術者としての使命観や倫理観を養う。 

6. 創成材料化学分野の選択科目によって、新エネルギーを創出し生活を豊かにする新しい材料を設計・開発

する基盤技術に関する教養ならびに思考能力を養う。 

7. 環境生命化学分野の選択科目によって、環境、生命、健康および食品が化学技術と深く関わっていること

を理解し、新しい技術・製品を創出するために必要な応用展開力を養う。 

8. 卒業研究によって、学修した基礎学力を未知の課題解決に導く応用展開力を養うとともに、論文をまとめ

る論理的思考力、プレゼンテーション能力、およびコミュニケーション能力を養う。 
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